
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下に、具体的な内容について抜粋します。 

 

 

  

    

平成 25 年度 第 3 回 神経・筋疾患ケアセミナー 

「コミュニケーション支援」 

平成 26 年 2 月 15 日（土） 第 3 回神経・筋疾患ケアセ

ミナーを開催いたしました。今回のテーマは「コミュニケーシ

ョン支援」で、各施設の看護師・訪問看護師・介護職員の皆様

を対象に、施設や在宅でのコミュニケーションの知識と技術の

向上を目的としました。まず、当院神経内科医師、作業療法士

より病院内で行っているコミュニケーションの実際について

講義を行いました。次に 4 つのグループに分かれ、意思伝達装

置について実際に体験学習を行いました。当日は、雨天にもか

かわらず３2 名の参加があり、当院スタッフも講義の聴講に参

加しました。各グループでは、機械の取り扱いを含め病院と在

宅での違いなど意見交換もでき、大変意義ある楽しいセミナー

となりました。 

神経内科 井上貴美子医師の講義 

「神経筋疾患のコミュニケーション障害とその支援について」 



  

  

  

  



  

     
 

 

 

     

     

作業療法士・鈴木希実講義    「コミュニケーション支援の実際」



    

 

    

         
 

 

 

 

 

講義の後は、刀根山病院で実際に使用している伝の心、オペナビ、文字盤、レッツチャッ

トのグループに分かれて実際に体験していただきました。 

伝の心、オペナビ、レッツチャットは作業療法士の先生が使用方法を説明し、その後一人

ずつ演習を行いました。文字盤は 2 人のペアになってもらい、決められた文章を相手に伝

えていきました。機械を実際に使うことができ使うことの難しさ、早期導入の必要性を感

じることができたという声や、文字盤を体験した方からは伝えることのもどかしさを知る

4 グループに分かれ演習①伝の心②オペナビ③文字盤④レッツチャット



ことができたとの声を聞くことができました。 

 

 

 
 

いろいろなナースコール                       

 



 

 
1 アンケート回収数：32 名 その職種内訳 

 
2 前半日開催について  ３２名：「よかった」と答えた  0 名：悪かった  

3 今後の開催時間について     4 講演内容について 

 

5 演習について          6 在宅看護での活用について 
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研修終了後のアンケート結果 



７．セミナーについてご意見・ご要望・感想などあればご記入ください。  
・意思伝達装置を実際に触ることができてよかった。  
・コミュニケーションの必要性の再認識ができた。  
・わかりやすかった。       
・患者・利用者に早期導入をすすめていきたい。   
・身体機能に合わせたコミュニケーション方法。機械の選択をしていく必要。 
・機会を操作する大変さ、伝えたくても伝わらないもどかしさを知ることが 
できた。       

・眼球しか動かせない ALS 患者のような人でも生きていて楽しいと思えるよ 
うなコミュニケーションをとっていきたい。    

・機械を使用する対象となる方でも、ある程度在宅で安定していると導入に 
がたいが情報提供は行っていきたい。     

・自分の知識不足を痛感した。       
・具体的な事例が聞くことができ、想像しやすかった。   
・コミュニケ－ションの支援の実際のスライド時、青い枠の部分もプリント 
アウトしてほしかった。       

       
８．今後セミナーとして企画してほしい内容があればご記入ください。 
・介護技術について 神経・筋疾患患者に対しての事故事例を中心とした 

介護を行う上での注意点       

 

 

今回の講習会を受講されたことによって、コミュニケーション技術をより一層

ご理解され、在宅・臨床で実践されると幸いです。 

 

 

 


